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14 : 30 閉講式
15 : 00 野外学校 出発
↓
15 : 30 駅にて 解散
















































































































































自分の感情をうまくコントロールする 5.08 1.20 3.88 6.27
善悪の判断に基づいて正しい行動を選択する 4.50 1.10 3.43 5.57
まわりの期待に応じた振る舞いをする 4.46 1.45 3.01 5.91
表現力
自分の考えを言葉でうまく表現する 4.12 1.24 2.87 5.36
pre : .72
post : .77
自分の気持ちをしぐさでうまく表現する 4.85 .93 3.92 5.77
自分の気持ちを表情でうまく表現する 4.77 .95 3.82 5.72
自分の感情や心理状態を正しく察してもらう 5.08 1.20 3.88 6.27
解読力
相手の考えを発言から正しく読み取る 4.54 .95 3.59 5.49
pre : .82
post : .76
相手の気持ちをしぐさから正しく読み取る 4.96 .96 4.00 5.92
相手の気持ちを表情から正しく読み取る 5.00 1.10 3.94 6.06









まわりとは関係なく自分の意見や立場を明らかにする 4.88 1.24 3.64 6.13
納得させるために相手に柔軟に対応して話を進める 4.42 .95 3.48 5.37
自分の主張を論理的に筋道を立てて説明する 5.08 1.02 4.06 6.09
他者受容
相手の意見や立場に共感する 4.77 .99 3.78 5.76
pre : .78
post : .84
反好的な態度で相手に接する 4.27 1.10 3.19 5.35
相手の意見をできるかぎり受け入れる 4.58 .99 3.59 5.56
相手の意見や立場を尊重する 4.92 .94 3.99 5.86
関係調整
人間関係を第一に考えて行動する 4.04 1.15 2.89 5.19
pre : .80
post : .87
人間関係を良好な状態に維持するように心がける 3.96 1..31 2.65 5.27
意見の対立による不和に適切に対処する 4.69 1.16 3.53 5.85
感情的な対立による不和に適切に対処する 4.62 .94 3.67 5.56































困難なことでも自分の強みを生かして取り組んでいる 4.08 .98 3.10 5.05
自分の役割や課題に対して自発的・自律的に行動している 4.23 .82 3.42 5.05
働きかけ
力





4.19 1.02 3.17 5.21
グループの目標を達成するために積極的にメンバーに働きかけて
いる
4.04 1.04 3.00 5.08
実行力
目標達成に向かって粘り強く取り組み続けている 4.04 1.04 3.00 5.08
pre : .73
post : .68とにかくやってみようとする果敢さを持って課題に取り組んでいる 4.31 1.10 3.26 5.36













現状を正しく認識するための情報収集や分析をしている 4.04 1.00 3.04 5.04




3.92 .82 2.87 4.98
pre : .67
post : .75目標達成までの計画と実際の進み具合の違いに留意している 4.12 .82 3.30 4.93
計画の進み具合や不測の事態に合わせて、柔軟に計画を修正して
いる




3.85 .93 2.92 4.77
pre : .75
post : .80従来の常識や発想を転換し、新しいものや解決策を作り出している 3.81 1.10 2.75 4.87
目標達成を意識し、新しいものを生み出すためのヒントを探して
いる















メンバーがどのような情報を求めているかを理解して伝えている 4.23 .99 3.24 5.22
話そうとすることを自分なりに理解したうえでメンバーに伝えて
いる
4.62 .85 3.76 5.47
傾聴力
内容の確認や質問等を行いながら、メンバーの意見を理解している 4.15 .97 3.19 5.12
pre : .86
post : .68相槌や共感等により、メンバーに話しやすい状況を作っている 4.62 1.02 3.59 5.64




4.35 .90 3.45 5.24
pre : .62
post : .67なぜそのように考えるのか、メンバーの気持ちになって理解している
4.19 .80 3.39 4.99
立場の異なるメンバーの背景や事情を理解している 4.12 .91 3.21 5.02
情況把握
力





4.15 .97 3.19 5.12
周囲の人間関係や忙しさを把握し、状況に配慮した行動をとって
いる




4.85 .73 4.11 5.58
pre : .76
post : .78メンバーに迷惑をかけたとき、適切な事後の対応をしている 4.73 .67 4.06 5.40
規律や礼儀が求められる場面では、礼節を守ったふるまいをして
いる






4.00 1.30 2.70 5.30
pre : .64
post : .13人に相談したり、支援を受けたりして、ストレスを緩和している 4.12 .99 3.12 5.11




































































































































い 14.42を示し、post においても最も高い 15.24
を示した。pre データにおいて、天井効果は認め
られなかったものの、すでにそれに近い状態にあ
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Research on the Effects of Holding Camps on
University Student Communication Skills and
Fundamental Competencies for Working Persons
Naoya Hayashi*1, Hironobu Sato*2, Jun Mizohata*1
ABSTRACT
The objective of this research was to elucidate the effect of holding a 2-night, 3-day camp
for a university physical education class on changes in university student communication
skills and fundamental competencies for working persons. There were 26 subjects prior to
holding the camp, and 25 subjects remaining after the camp. The results of this analysis led
to the following conclusions.
•The holding of a 2-night, 3-day camp has an effect on the improvement of communica-
tion skills and fundamental competencies for working persons.
•Holding camps can be a means to help foster communication skills and fundamental
competencies for working persons among university students.
The camp serves as a venue where students learn actively and autonomously through hands
-on experience, and can contribute to nurturing general competencies among the university
students. The wide adoption of this camp method into many university curricula can be ex-
pected, and more verification and recording of the effects of this camp method are needed.
Key words : outdoor education, communication skills, fundamental competencies for work-
ing persons
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